
 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時  令和３年９月２１日 １４：００～１４：５０ 

２ 学 年  第１学年３組 （男子１８名 女子１７名 合計３５名） 

３ 場 所  新館２Ｆ １年３組教室 

４ 単元について 

○ 教材観 

本単元の「方程式」につながる学習内容として，小学校では，□や文字を使って，数量の関係

を式に表し，逆算によってその値を求める学習をしている。しかし，数量の関係が複雑になると，

算数の考え方だけでは難しくなり，新しい方法で解くことが必要になってくる。本単元では，既

習の「文字と式」で学習したことを使い，方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解し，等

式の性質を基にして一元一次方程式を解く方法を考察し表現する。そして，それらを通して代数

的な操作のよさを理解するとともに，一元一次方程式を具体的な場面で活用できるようにするこ

とをねらいとしている。 

   本単元で学習したことが，第２学年では「連立方程式」，第３学年では「２次方程式」での解き

方を考える基礎となるため，基礎・基本を定着と方程式のよさを感じさせることが重要である。 

○ 生徒観 

事前アンケートは以下のようになっている。 

 

 

 

 

 

 本学級の生徒は，数学が好きな生徒が比較的多く，授業を意欲的に取り組む生徒が多い。友達

と考えを交流したり，分からないところを教え合ったりすることで理解できるようになる生徒が

多く，教え合いを積極的に行うことができている。一方で，授業で理由を考えたり，説明をした

りすることに課題がある。 

また，数学に対して苦手意識を持つ生徒は，「計算が苦手だから」「計算が難しくて，１問を解

くのに時間がかかってしまうから」という理由を挙げている。その生徒の多くは，前単元の「文

字と式」の学習で，文字に対する抵抗感を持っている。 

○ 指導観 

指導に当たっては，てんびんのシミュレーションを使って操作的な活動を取り入れ，方程式の

意味を理解させたい。さらに，方程式を能率的に計算するための「移項」学習では，符号を変え

て他方に移すことができる理由は，等式の性質が基になっていることを生徒が自分の言葉で説明

できるようにしたい。また，具体的な事象を方程式を利用して解く学習では，身近な問題を提示

することで，学習意欲を高めさせたい。そのため，本単元では，総合的な学習の時間で作成して

いる職業新聞を掲示するためのレイアウトを方程式を利用して考えさせ，自分たちで掲示をする

ことで，数学が実生活で役立つことを実感させたい。 

数学科 第１学年 尾道市立日比崎中学校 指導者 金満 彩花 

   
 
 
 
 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力 （教科）数学的技能・活用力（学校）表現力，コミュニケーション能力，主体性 

「 方程式 」 １次方程式の利用 
～日常の中にある未知数の値を効率的に求めるにはどうすればよいだろう？～ 

 肯定的評価 
数学が好きだ。 85.7％ 
数学の授業では，友達と教えあうことで理解できたり，考えが深まったりすること

がある。 
100％ 

数学の授業では，理由をあげて自分の考え方や解き方を説明するようにしている。 74.3％ 
 



５ 学校が育成を目指す資質・能力 

本校が教育課程全体を通じて育成を目指す資質・能力は，「表現力，コミュニケーション能力，主

体性」である。この目指す資質・能力を育成するためには，各教科・領域等の授業における「展開場

面」において，生徒が主体的に活動している時間の質と量を高めることが重要である。更に，生徒が

主体的に活動するためには，「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」が不可欠であると考え，

研究を重ねている。 

本単元においても，本校では「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」を行い，少人数班で

考えを何度も練り直させ，思考したことをミニホワイトボードに表現した後全体へ発表させるスタイ

ルをとっている。 

資質・能力 
知識・スキル 意欲・態度 

授
業
の
展
開
の
場
面
で
（
ミ
ニ
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
等
を
使
用
し
て
） 

表現力・コミュニケーション能力 主体性 

レベル１ 

（話す speak） 

〇自分の考えや意見を，自

分のことばで表現するこ

とができる。 

（聞く） 

〇相づちを打ちながら，

途中で口をはさまず，

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問するこ

とができる。 

 

〇課題に対して，自分の

考えを持ち，取り組も

うとしている。 

レベル２ 

（話す tell） 

〇自分の考えや意見を根拠

を挙げて，相手を意識し

ながら，適切な方法で表

現することができる。 

（聴く） 

〇相手の話の組み立てや

構造を考え，話の意図

や要点を整理しながら

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて，内容を深

めるために質問ができ

る。 

 

〇課題に対して，自分の

考えを持ち，自ら進ん

で取り組もうとしてい

る。 

レベル３ 

（話す talk） 

〇自分の考えや意見を，根

拠を挙げて分かりやすく

まとめ，目的や場に応じ

て，適切な方法で論理的

に表現することができ

る。 

（訊く） 

〇相手の考えについて，

根拠の信頼性を判断し

ながらきき，話された

内容と自分の意見をふ

まえて共通点や疑問点

を明確にし，相手にた

ずねることができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問をした

後に，自分の意見を述

べ，内容をさらに深め

ることができる。 

 

〇自ら課題を見つけ，自

分の考えを持ち，より

よい方法を選択し，自

ら進んで取り組もうと

している。 

レベル４ 自らが司会をして，少数意見を尊重しながら，臨機応変に対応し，話合い活動ができる。 

 

６ 単元目標 

 （１）方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解することができる。 

 （２）等式の性質を使って，方程式を解くことができる。 

 （３）等式の性質を基にして，方程式を解く方法を考察し表現することができる。 

 （４）移項の意味を理解し，移項の考えを使って方程式を解くことができる。 

 （５）いろいろな方程式を解くことができる。 

 （６）方程式を具体的な場面で活用することができる。 

 （７）比例式の性質を理解し，その性質を利用して文字の値を求めたり，具体的な問題を解決した

りすることができる。 

 

 

 



７ 評価規準 

 

８ 指導計画（全１４時間） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・方程式の必要性と意味及び

方程式の中の文字や解の意

味を理解している。 

・等式の性質と移項の意味を

理解している。  

・移項の考えを用いて方程式

を解くことができる。 

・事象の中の数量やその関係

に着目し，１次方程式をつ

くることができる。 

・簡単な比例式を解くことが

できる。 

・等式の性質をもとにして，

１次方程式を解く方法を考

察し表現することができ

る。 

・方程式において，移項でき

る理由を等式の性質をもと

にして考察し表現すること

ができる。 

・具体的な場面の問題におい

て，１次方程式を活用し，

問題を解決することができ

る。 

・具体的な場面の問題におい

て，解を吟味して解答とし

てよいかどうかを判断する

ことができる。 

・方程式の必要性と意味を考

えようとしている。 

・正負の数や文字を使った式

で学んだことを生かして，

方程式を効率的に解く方法

を検討している。 

・方程式について学んだこと

を生活や学習に生かそうと

している。 

・方程式を活用した問題解決

の過程を振り返って検討し

ようとしている。 

過 
程 

次 学習内容（時数） 

観 点 評  価 

知 
技 

思 
判 
表 

態
度 

評価規準 
資質・能力 

（評価方法） 

課
題
の
設
定 

１ 

数当てゲームで最

初に決めた数を当

てる方法を考える

ことを通して，方程

式の必要性を理解

する。 
（１時間） 

 ○  
 
 
◎ 

・求めたい数量がある問題を，既習

の内容を活用して考え，式や図を

使って説明することができる。 
・求めたい数量がある問題を，既習

の内容を活用して考えようとし

ている。 

【 主 体 性 】

（ワークシ

ート） 

本質的な問い 方程式のよさは何だろう？ 

単元を貫く問い（探究課題の萌芽） 

日常の中にある未知数の値を効率的に求めるにはどうすればよいだろう？ 

情
報
収
集 

２ 

方程式とその解の

意味を理解し，等式

の性質を使って方

程式を解く。 
（２時間） 
 

○ 
 
 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
 
◎ 

 
 
○ 

・方程式とその解の意味を理解して

いる。 
・方程式の必要性と意味を考えよう

としている。 
・等式の性質を理解し，等式の性質

を使って方程式を解くことがで

きる。 
・方程式を解く方法を，てんびんの

操作と結び付けて考え，説明する

ことができる。 

【表現力】 
（ワークシ

ート） 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

移項の考えを使っ

て方程式を解く。 
（２時間） 
 

◎  
 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
○ 

・移項の意味を理解し，移項の考え

方を使って方程式を解くことが

できる。 
・等式の性質を使って方程式を解く

過程を振り返って，移項の考えを

見出し，説明することができる。 
・方程式を効率的に解く方法を考え

ようとしている。 

【数学的技

能】 
（ワークシ

ート） 
（小テスト） 

整
理
・
分
析 

４ 

いろいろな方程式

を解く。 
（３時間） 

○ 
 
 
○ 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
◎ 
 

・かっこをふくむ方程式の解き方を

理解し，その方程式を解くことが

できる。 
・係数に小数や分数をふくむ方程式

の解き方を理解し，その方程式を

解くことができる。 
・いろいろな方程式を既習内容を基

にして効率的に解く方法がない

か考えようとしている。 

【主体性】 
【コミュニ

ケーション

能力】 
（観察） 
（ワークシ

ート） 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

５ 

身近な問題を方程

式を利用して解く。 
（４時間） 
【本時１／４】 

○ 
 
 
○ 
 
 

 
 
 
 
 
◎ 
 
○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
○ 

・具体的な事象の中の数量やその関

係に着目し，１次方程式をつくる

ことができる。 
・方程式を利用して問題を解決する

ときの手順を理解している。 
・１次方程式を利用して，具体的な

問題を解決することができる。 
・解の吟味をすることができる。 
・方程式を具体的な問題の解決に利

用しようとしている。 
・方程式を活用した問題解決の過程

を振り返ってその手順を検討し

ようとしている。 

【数学的活

用力】 
【表現力】 
（ワークシ

ート） 
（発表） 

実
行
・
振
り
返
り 

６ 

比例式の性質を理

解し，その性質を利

用して文字の値を

求めたり，具体的な

問題を解決する。 
（２時間） 

◎  
 
 
○ 

 
 
 
 
 
○ 

・比例式の意味とその性質を理解

し，比例の性質を利用して文字の

値を求めることができる。 
・比例式の性質を利用して，具体的

な問題を解決することができる。 
・比例式を具体的な問題の解決に利

用しようとしている。 

【主体性】 
【コミュニ

ケーション

能力】 
（観察） 
（ワークシ

ート） 
単元を貫く問いの終結 

 求めたい数量を文字で表し，等しい関係を方程式にし，それを解くことで求めることができ

る。 



９ 本時の展開 

（１）本時の目標 

 ○ 具体的な事象の中から数量の関係をとらえ，１次方程式をつくって問題を解決することがで

きる。（思考・判断・表現） 

（２）本時の評価規準 

  ・具体的な事象の中の数量やその関係に着目し，１次方程式をつくることができる。（知識・技能） 
  ・１次方程式を利用して，具体的な問題を解決することができる。（思考・判断・表現） 
（３）準備物 

  ・ワークシート，ホワイトボード，chromebook 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

（◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手だて） 

評価規準〔観点〕 

★資質・能力【評価方法】 

１ 既習事項の確認。［３分］ 

・スピード８０をする。 

 

 

◇既習事項を確認させる。 

◆生徒の解答を確認し,実態把握をしてお

く。 

 

 

２ 本時の学習課題を設定する。［５分］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇総合で作成した職業新聞を掲示するため

に，どんなふうに，どんなことに気を付

けて掲示したいか考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時のねらいを確認する。［５分］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 情報を整理・分析し,課題解決をする。［17 分］ 

・個人で考える。 

 

 

 

 

 

 

 

・班で考える。 

 自分の考えを伝え合い，話

し合う。 

 

 

 

◇縦，横に何枚ずつ貼ることができるか考

えさせる。 

◆Jam ボードのシートに職業新聞１２枚分

の枠を準備し，操作しながら並べ方を考

えさせる。 

◇間隔の求め方を考えさせる。 

◆Jam ボードを使って，並べる活動を通し

て，間隔が何個あるか把握させる。 

◇何を文字で置いたらよいか考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・具体的な事象の中の数

量やその関係に着目

し，１次方程式をつく

ることができる。 

〔知識・技能〕 

（ワークシート，観察） 

ねらい 
職業新聞を掲示するために，方程式を利用してレイアウトを考えることができる。 

学習課題 
98cm×147cm の模造紙に 12 人分の職業新聞（30cm×21cm）を掲示します。縦は縦

の間隔，横は横の間隔をそれぞれ等しくなるようにします。このとき，縦，横の間隔

をそれぞれ何 cm にすればよいですか？ 



・班の意見を Jam ボードとホ

ワイトボードにまとめる。 

◇レイアウトは Jam ボード，その根拠とな

る考え方（方程式）はホワイトボードに

まとめさせる。 

・１次方程式を利用し

て，具体的な問題を解

決することができる。 
〔思考・判断・表現〕 

（ホワイトボード，Jam

ボード，発表） 

★表現力（ホワイトボー

ド，Jam ボード，発表） 

５ 課題解決について発表をする。［10 分］ 

・班の考えを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇自分の考えと比較しながら発表を聞かせ

る。 

 

６ 学習のまとめをする。［５分］ 

・全体で確認する。 

 

 

◇それぞれの班の考え方や説明の仕方の良

かったところを確認する。 

◇方程式を使った考え方の良いところを考

えさせる。 

 

７ 本時を振り返り,次時につなげる。［５分］ 

○振り返りを書く。 

 

 

 

  

生徒の振り返りの例 
・求めたい数量を文字で表し，等しい関係を方程式にすることで求めることができる。 
・方程式を使って解くことは，式をつくりやすいことや式をつくれば，形式的に解を求められ

るところがよい。 

予測される生徒の考え 

 

縦 4a+3×30＝98  

            a=2  
横 5b+4×21＝147 
       b=12.6 
縦の間隔は 2cm， 
横の間隔は 12.6cm 

縦 3a+2×30＝98  

         a= 
横 7b+6×21＝147 
       b=3 
縦の間隔は  cm， 
横の間隔は 3cm 

縦 5a+4×30＝147  

            a=5.4  
横 4b+3×21＝98 
       b=8.75 
縦の間隔は 5.4cm， 
横の間隔は 8.75cm  

Ａ評価 等しい数量関係をとらえ，方程式をつくることができ，縦の間隔と横の間隔

を求めることができる。また，それを他者に説明することができる。 
Ｂ評価 等しい数量関係をとらえ，方程式をつくることができ，縦の間隔と横の間隔

を求めることができる。 



ねらいに対する評価規準を示すルーブリック（パフォーマンス評価） 

尺度（評点・レベル） 記述語 

A（理想的） 数量の関係を捉え，方程式をつくり問題に合った解答を導くことができ

る。また，それを他者に説明することができる。 

B（合格） 数量の関係を捉え，方程式をつくり問題に合った解答を導くことができ

る。 

C（乗り越えさせたい実態） 数量の関係を捉えることができていない。 

 

（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 方程式 
ねらい 職業新聞を掲示するために，方程式を利用してレイアウトを考えることができる。 
学習課題  

98cm×147cm の模造紙に 12 人分の職業新聞（30cm×

21cm）を掲示します。縦は縦の間隔，横は横の間隔を

それぞれ等しくなるようにします。このとき，縦，横の

間隔をそれぞれ何 cm にすればよいですか？ 

ホ ワ イ ト

ボード 

ホ ワ イ ト

ボード 

ホ ワ イ ト

ボード 

ホ ワ イ ト

ボード 

ホ ワ イ ト

ボード 

ホ ワ イ ト

ボード 

ホ ワ イ ト

ボード 

ホ ワ イ ト

ボード 

ホ ワ イ ト

ボード 


